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二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
後
半
生
を
中
心
に
伊
佐
迪
子
〔
抄
録
〕
兼
実
家
の
姫
君
は
入
内
し
中
宮
へ
と
上
っ
た
。
兼
実
家
で
は
中
宮
を
支
え
る
為
に
、
父
親
の
兼
実
と
母
親
役
の
讃
岐
が
中
宮
御
方
へ
常
に
候
し
て
扶
持
す
る
。
母
儀
は
雑
用
や
病
気
の
世
話
な
ど
に
は
携
わ
ら
な
い
。
中
宮
の
毎
日
は
順
調
に
推
移
す
る
事
で
あ
る
。
中
宮
は
里
心
を
起
し
て
は
大
炊
亭
へ
退
居
を
望
む
の
で
、
そ
の
間
は
狭
小
で
は
居
住
者
側
が
身
を
竦
め
て
の
毎
日
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
兼
実
家
の
様
相
は
一
変
し
た
。
良
經
は
後
鳥
羽
天
皇
の
文
人
上
首
に
認
め
ら
れ
、
能
保
卿
女
を
娶
り
、
一
条
亭
に
居
所
を
構
え
幸
先
の
よ
い
出
立
で
あ
っ
た
。
兼
実
は
所
労
に
悩
み
、
灸
冶
に
頼
り
、
内
裏
か
ら
助
け
を
求
め
、
讃
岐
に
頼
り
切
っ
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
中
宮
良
經
文
人
御
不
豫
法
皇
は
じ
め
に
兼
実
家
に
入
っ
て
十
七
年
目
の
二
条
院
讃
岐
で
あ
る
。
兼
実
家
の
北
政
所
と
家
宣
旨
に
就
き
、
兼
実
家
経
営
の
中
枢
に
あ
る
。
本
稿
で
は
建
久
元
年
と
建
久
二
年
の
二
年
間
を
検
証
す
る
。
建
久
元
年
一
月
十
一
日
、
兼
実
家
の
姫
君
は
入
内
し
、
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
に
上
っ
た
。
姫
君
の
入
内
は
兼
実
家
の
更
な
る
繁
栄
を
託
し
た
宿
願
で
あ
っ
た
が
、
皇
子
誕
生
に
依
る
外
祖
父
の
地
位
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
姫
君
の
都
合
に
左
右
さ
れ
て
、
大
炊
亭
で
の
生
活
状
況
は
大
き
な
様
変
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。
姫
君
の
入
内
後
、
兼
実
は
常
時
参
内
宿
候
し
、
讃
岐
も
中
宮
へ
参
候
を
繰
り
返
し
て
、
大
炊
亭
は
留
守
宅
化
し
た
。
二
年
目
は
中
宮
御
不
豫
の
連
続
な
の
で
御
不
豫
を
中
心
に
置
い
て
、
讃
岐
の
日
々
を
検
証
す
る
。
（
本
稿
に
お
い
て
二
条
院
讃
岐
を
讃
岐
と
の
み
表
記
す
る
）
八
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
讃
岐
四
十
九
歳
兼
実
四
十
二
歳
姫
君
十
八
歳
良
經
二
十
二
歳
一
月
十
一
日
午
上
雨
降
、
午
後
猶
天
陰
、
入
夜
、
風
靜
月
明
也
、
此
日
、
摂
政
大
臣
長
女
有
入
内
事１
）
、（
余
長
女
、
生
年
十
八
、
余
二
）
姫
君
、
御
帳
前
平
敷
御
座
、（
母
儀
在
其
傍
、）
余
奉
令
着
御
裳
、
次
中
将
忠
季
朝
臣
、
持
御
書
参
進
、
就
簾
下
進
之
、
女
房
大
貳
、
於
簾
中
取
入
之
、
女
房
三
位
殿
、
傳
北
政
所
云
々
、
傳
余
了
、
持
参
進
三
位
殿
、
披
之
御
覧
了
、
次
輦
青
糸
毛
車
於
寝
殿
南
階
、
次
三
位
殿
、
母
儀
三
品
乗
之
、
此
間
殿
上
人
已
下
、
取
松
明
列
居
南
庭
、
余
於
南
面
西
門
乗
車
、
到
藤
壺
東
面
北
車
寄
、
下
御
、
引
出
手
輦
、
即
御
帳
前
平
敷
御
座
也
、
次
供
御
前
物
、
陪
膳
北
政
所
女
房
、
余
候
御
前
、
先
取
最
花
、
三
箸
食
之
、（
鯛
同
食
之
、）
食
了
、
次
女
御
殿
参
上
給
、
女
房
六
人
在
御
共
、
主
上
着
給
御
冠
、
御
直
衣
、
着
御
指
鞋
、
入
夜
御
殿
西
戸
御
帳
西
、
次
主
上
撤
御
装
束
、
次
三
位
殿
脱
御
袴
御
衣
、
北
方ニ
押
遣テ
臥
御
、（
主
上
南
、
三
位
殿
北
、）
次
取
御
指
鞋
、
以
左
大
将
、
遣
藤
壺
、
候
御
共
女
房
等
、
終
夜
候
上
御
壺
禰
、
余
及
大
将
、
着
藤
壺
饗
座
、
三
了
、
人
々
退
下
、
余
帰
入
、
北
政
所
相
共
付
寝
、
御
指
鞋
在
傍
、
藤
壺
坤
小
局
、
為
北
政
所
宿
所
、
余
直
盧
、
凝
華
舎
也
、
其
邊
生
火
置
之
、
三
箇
日
夜
不
消
也
、
一
月
十
二
日
人
々
来
、
儲
饗
、
有
三
献
、
一
月
十
三
日
人
々
来
、
有
三
献
、
打
出
如
昨
、
一
月
十
六
日
取
御
指
鞋
給
余
辛
櫃
、
又
取
御
衾
給
御
辛
櫃
、
此
日
、
露
顕
、
御
宣
旨
、
後
朝
御
書
、
三
夜
餅
、
侍
始
、
女
官
禄
等
也
、
先
女
房
等
着
装
束
、
官
奏
、
政
始
也
、
一
月
十
七
日
御
帳
中
、
本
寮
御
衾
披
之
、
納
辛
櫃
、
今
日
、
北
政
所
退
出
、
＊
二
月
一
日
〜
二
月
末
日
ま
で
記
述
な
し
。
一
月
三
日
、
天
皇
御
元
服
。
大
納
言
良
經
は
昨
年
の
除
夜
に
大
将
を
拝
命
。
三
日
に
拝
賀
。
十
一
日
、
姫
君
の
入
内
儀
あ
り
。
北
政
所
讃
岐
は
兼
実
と
共
に
内
裏
に
宿
候
。
十
二
日
、
祝
饗
。
十
三
日
、
祝
饗
。
十
六
日
、「
と
こ
ろ
あ
ら
わ
し
」
「
女
御
宣
旨
」
な
ど
一
連
の
行
事
あ
り
。
兼
実
は
天
皇
の
御
指
鞋
と
御
衾
を
給
わ
る
。十
七
日
、
北
政
所
は
兼
実
家
相
伝
の
御
衾
を
辛
櫃
に
納
め
て
、
一
旦
内
裏
を
退
出
。
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
三
月
三
日
女
房
節
供
如
常
、
此
夜
宿
大
炊
亭
、
三
月
六
日
早
旦
、
退
出
大
炊
御
門
亭
、
入
夜
帰
参
内
裏
、
三
月
十
二
日
入
夜
、
参
内
宿
仕
、
今
夜
女
御
殿
昇
給
、
余
扶
持
之
、
三
月
十
三
日
早
旦
参
上
、
奉
下
女
御
殿
、
下
宿
廬
休
息
、
深
更
帰
大
炊
亭
、
八
八
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
三
月
十
五
日
入
夜
女
房
参
内
、
余
及
女
房
共
宿
候
、
三
月
十
六
日
亥
刻
、
女
御
参
上
如
例
、
余
候
御
共
、
此
夜
、
宿
仕
、
三
月
十
九
日
此
夕
、
女
房
退
出
、
直
向
九
条
堂
、
三
月
廿
日
早
旦
、
余
向
九
条
、
依
故
内
府
月
忌
也
、
入
夜
帰
来
、
三
月
廿
三
日
入
夜
参
内
、
女
御
殿
被
昇
、
深
更
退
出
、
三
月
廿
七
日
入
夜
参
内
、
依
御
書
所
作
文
也
、
連
句
有
三
十
餘
、
其
後
分
散
、
御
元
服
以
後
、
初
度
絶
句
也
、
三
月
三
日
、
大
炊
亭
に
て
女
房
節
供
。
兼
実
も
大
炊
亭
宿
、
十
二
日
、
十
三
日
、
十
六
日
、
廿
三
日
、
兼
実
の
内
裏
任
務
。
夜
の
御
殿
へ
登
る
女
御
殿
を
送
り
、
翌
朝
女
御
殿
を
出
迎
え
る
。
女
御
殿
に
終
夜
侍
仕
す
る
の
は
女
御
女
房
。
十
五
日
、
讃
岐
参
内
。
兼
実
と
共
に
内
裏
宿
候
。
十
九
日
、
夕
刻
、
讃
岐
は
内
裏
を
退
出
。
九
条
堂
へ
。
堂
宿
。
廿
日
、
故
良
通
月
忌
。
兼
実
も
月
忌
に
参
入
。
廿
七
日
、
御
書
所
作
文
。
兼
実
と
文
士
達
に
よ
り
、
御
前
で
三
十
餘
韻
の
連
句
と
絶
句
が
行
わ
れ
た
。四
月
三
日
入
夜
参
内
、
女
御
殿
参
給
、
今
夜
宿
仕
、
四
月
八
日
入
夜
、
参
内
宿
候
、
於
御
前
、
密
々
有
詩
會
、
左
大
将
、
右
衛
門
督
己
下
、
近
習
人
五
六
許
輩
也
、
四
月
廿
日
此
夜
、
女
御
退
出
、
四
月
廿
六
日
女
御
任
子
有
冊
命
立
后
事
、
去
十
四
日
兼
宣
旨
、
同
十
八
日
、
始
御
装
束
、
同
廿
日
出
御
、
本
儀
、
庁
始
廿
八
日
、
四
月
廿
八
日
立
后
第
二
日
也
、
先
始
公
卿
座
事
、
余
如
昨
、
出
座
、
四
月
卅
日
氏
寺
参
賀
也
、
未
刻
、
公
卿
来
、
兼
房
卿
、
良
経
卿
、
光
雅
卿
等
也
、
五
月
三
日
中
宮
八
社
奉
幣
也
、
奉
幣
使
、
稲
荷
左
少
将
定
家
朝
臣
、
五
月
七
日
臨
時
伊
勢
幣
也
、
＊
五
月
は
七
日
ま
で
の
記
述
の
み
。
＊
六
月
一
日
〜
六
月
卅
日
ま
で
記
述
な
し
。
四
月
三
日
、
夜
。
女
御
殿
を
扶
持
す
る
兼
実
。
八
日
、
夜
。
御
前
に
於
い
て
近
習
五
六
輩
に
よ
る
密
々
詩
会
あ
り
。
廿
日
、
立
后
の
た
め
女
御
殿
が
大
炊
亭
へ
一
時
退
出
。
廿
六
日
、
立
后
儀
。
姫
君
は
中
宮
に
上
る
。
廿
八
日
、
立
后
第
二
日
。
卅
日
、
兼
実
家
の
氏
寺
参
賀
。
五
月
三
日
、
中
宮
か
ら
八
社
に
奉
幣
使
。
稲
荷
は
左
少
将
定
家
朝
臣
。
七
日
、
臨
時
に
伊
勢
神
宮
へ
の
奉
幣
。
七
月
一
日
神
泉
御
讀
經
、
今
日
満
五
箇
日
、
早
可
延
行
者
、
前
宮
内
卿
季
經
来
、
召
簾
前
、
談
和
歌
事
、
七
月
廿
三
日
午
刻
、
請
法
然
坊
源
空
上
人
受
戒
、
次
始
恒
例
念
仏
、
七
月
卅
日
入
夜
帰
大
炊
亭
、
先
向
大
将
亭
、
見
所
労
、
太
以
大
事ニ
見
、
歎
思
事
不
少
、
可
始
祈
等
事
、
致
其
沙
汰
、
＊
七
月
は
僅
か
四
日
間
の
記
述
の
み
。
七
月
一
日
、
神
泉
御
讀
經
は
満
願
続
行
。
季
經
来
宅
。
簾
前
で
和
歌
談
義
。
廿
八
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
三
日
、
念
仏
始
。
兼
実
は
法
然
房
か
ら
受
戒
。
兼
実
は
法
然
房
の
強
力
な
支
援
者
。
卅
日
、
念
仏
満
願
。
大
炊
亭
へ
の
帰
途
、
兼
実
が
良
經
を
見
舞
い
、
急
遽
祈
祷
の
手
配
を
す
る
。
中
宮
へ
参
仕
中
の
讃
岐
に
は
良
經
所
労
の
知
ら
せ
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。八
月
八
日
大
将
祈
、
以
隆
憲
法
印
、
奉
供
養
薬
師
佛
、
同
經
十
二
巻
、
又
自
今
日
、
尊
勝
不
動
、
修
法
始
之
、
件
所
労
、
昨
今
始
祈
等
有
減
、
入
夜
帰
参
内
裏
、
八
月
十
五
日
放
生
會
、（
雨
下
）
八
月
十
六
日
駒
索
、（
雨
下
）
八
月
十
七
日
鴨
川
、
桂
川
、
各
以
洪
水
、
近
年
少
比
類
云
々
、
（
暴
風
大
雨
、
自
暁
更
殊
太
、
終
日
不
止
）
八
月
十
八
日
止
雨
御
祈
、
八
月
廿
日
毎
夜
有
御
拝
、
今
夕
又
有
止
雨
幣
、
八
月
廿
三
日
終
日
加
灸
治
、
八
月
廿
四
日
今
日
又
終
日
加
灸
、
八
月
廿
八
日
止
雨
十
社
奉
幣
也
、
八
月
廿
九
日
於
十
社
有
止
雨
御
読
経
、（
仁
王
經
）
八
月
八
日
、
祈
祷
に
よ
り
良
經
の
所
労
は
少
し
回
復
。
兼
実
は
殆
ど
内
裏
宿
候
。
十
五
日
、
月
末
降
り
続
く
雨
。
奉
幣
、
御
讀
經
な
ど
効
果
が
な
い
。
十
七
日
、
暴
風
雨
で
京
の
河
川
は
大
洪
水
。
十
八
日
、
止
雨
の
祈
祷
。
廿
日
、
奉
幣
。
廿
三
日
、
兼
実
は
所
労
回
復
の
灸
冶
。
廿
四
日
、
終
日
灸
冶
。
兼
実
の
介
護
を
す
る
讃
岐
。
廿
八
日
、
十
社
へ
止
雨
の
奉
幣
。
廿
九
日
、
十
社
に
て
止
雨
の
御
讀
經
。
朝
廷
の
止
雨
対
処
法
は
祈
祷
。
降
り
続
く
雨
。
雨
。
九
月
十
四
日
去
夜
、
於
大
将
九
条
亭
、
密
々
講
百
首
、
花
月
各
五
十
首
、
法
印
密
々
被
行
向
云
々
、
九
月
廿
日
女
房
為
逢
故
内
府
月
忌
、
向
九
條
今
夜
堂
宿
、
九
月
廿
二
日
九
條
懺
法
結
願
也
、
申
刻
、
女
房
帰
来
、
大
将
同
來
、
入
夜
、
俊
成
入
道
、
季
経
卿
己
下
、
歌
人
五
六
人
來
大
将
方
、
花
月
百
首
、
各
定
十
首
合
之
、
俊
成
入
道
決
雌
雄
云
々
、
余
法
印
、
於
簾
中
、
聞
之
、
興
味
尤
深
、
九
月
廿
三
日
女
房
参
内
裏
、
召
人
車
侍
等
在
共
、
九
月
廿
四
日
法
印
被
來
、
親
性
同
来
、
佛
法
興
隆
之
事
談
義
、
入
夜
俄
有
和
歌
、
及
子
刻
、
大
将
帰
九
條
、
九
月
卅
日
御
方
違
行
幸
也
、
此
次
申
中
宮
大
夫
拝
賀
、
如
例
出
仕
也
、
明
暁
還
御
、
余
又
為
方
違
向
雲
林
院
、
九
月
十
四
日
、
九
条
亭
で
良
經
は
花
月
各
五
十
首
と
百
首
を
講
じ
た
。
慈
圓
が
密
々
参
入
。
廿
日
、
讃
岐
は
九
条
堂
へ
。
故
良
通
月
忌
参
入
。
御
懴
法
に
参
入
。
堂
宿
。
廿
二
日
、
懺
法
結
願
。
申
刻
。
讃
岐
と
良
經
が
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
夜
。
良
經
方
に
て
俊
成
と
歌
人
五
六
人
が
花
月
百
首
か
ら
各
人
十
首
を
選
定
。
俊
成
判
定
。
兼
実
と
慈
圓
は
簾
中
に
て
密
か
に
楽
し
む
。
接
待
役
讃
岐
も
簾
中
後
方
に
参
入
。
廿
三
日
、
参
内
。
讃
岐
は
中
宮
御
方
へ
。
九
〇
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
廿
四
日
、
慈
圓
と
親
性
、
兼
実
と
良
經
の
四
人
。
仏
法
興
隆
談
義
。
俄
に
和
歌
会
へ
と
移
り
深
夜
に
至
る
。
讃
岐
は
中
宮
へ
参
仕
中
。
卅
日
、
良
經
の
中
宮
大
夫
拝
賀
。
讃
岐
は
大
炊
亭
へ
退
出
。
兼
実
は
方
違
で
雲
林
院
へ
。
十
月
一
日
中
宮
御
方
御
更
衣
、
而
依
灸
治
盛
、
不
能
歩
行
、
十
月
九
日
左
大
将
着
陣
也
、
大
将
自
今
日
在
此
亭
、
十
月
十
五
日
及
晩
向
宇
治
、
大
将
同
車
、
法
印
被
来
、
十
月
十
七
日
太
上
法
皇
、
依
東
大
寺
上
棟
事
、
御
下
向
南
都
、
於
宇
治
平
等
院
、
有
昼
御
儲
事
、
巳
刻
臨
幸
、
十
月
十
九
日
午
刻
、
上
棟
、
法
皇
己
下
付
綱
、
次
有
拝
、
十
月
廿
日
申
刻
、
院
著
宇
治
給
、
供
御
膳
、
還
御
、
此
夜
帰
九
條
、
十
月
廿
一
日
今
日
候
内
裏
、
亥
刻
、
退
出
、
十
月
廿
二
日
入
夜
、
法
印
被
来
、
主
上
、
始
有
御
笛
事
、
十
月
廿
六
日
京
官
除
目
也
、
余
辰
刻
参
内
、
十
月
一
日
、
兼
実
は
灸
冶
盛
。
外
出
不
可
能
。
讃
岐
が
世
話
を
す
る
。
九
日
、
左
大
将
良
經
着
陣
。
大
炊
亭
に
同
居
。
十
五
日
、
来
宅
の
法
印
と
、
女
房
同
伴
の
兼
実
と
、
良
經
は
宇
治
へ
。
十
七
日
、
法
皇
は
南
都
御
下
向
。
宇
治
平
等
院
で
昼
御
膳
を
供
す
。
十
九
日
、
午
刻
。
東
大
寺
で
棟
上
げ
。
廿
日
、
宇
治
に
て
昼
の
御
膳
を
供
す
。
法
皇
還
御
。
夜
に
兼
実
は
女
房
同
伴
で
九
条
へ
。
参
内
。
廿
一
日
、
兼
実
は
内
裏
に
候
。
退
出
。
廿
二
日
、
主
上
は
笛
の
修
習
。
廿
六
日
、
京
官
除
目
。
摂
政
兼
実
は
廉
中
に
坐
す
。
十
一
月
四
日
午
刻
参
院
、
余
又
奏
頼
朝
卿
可
被
授
官
之
由
、
今
夜
、
余
宿
内
裏
、
丹
三
品
腹
姫
宮
、
可
有
院
號
之
由
、
右
大
臣
云
、
彼
本
意
、
只
在
院
號
云
々
十
一
月
七
日
申
刻
、
源
二
位
頼
朝
卿
入
洛
、
着
六
波
羅
新
造
亭
云
々
、
院
己
下
洛
中
諸
人
見
物
云
々
、
十
一
月
八
日
小
童
向
左
中
親
經
許
、
始
為
後
見
也
、
女
房
又
参
入
、
十
一
月
九
日
入
夜
参
内
、
今
夜
、
頼
朝
卿
初
参
、
先
参
院
、
其
後
参
内
、
於
昼
御
座
有
召
、
與
頼
朝
卿
謁
談
、
頼
朝
被
任
大
納
言
、
雖
辞
推
而
任
之
云
々
、
十
一
月
十
一
日
依
梅
宮
祭
、
新
大
納
言
頼
朝
卿
参
詣
八
幡
云
々
、
十
一
月
十
四
日
大
原
野
奉
幣
如
例
、
中
宮
御
方
、
同
被
発
遣
之
十
一
月
廿
一
日
頼
朝
卿
申
云
、
近
国
地
頭
不
当
之
輩
可
停
止
云
々
、
十
一
月
廿
二
日
吉
田
奉
幣
也
、
頼
朝
可
被
任
大
将
辞
申
云
々
、
十
一
月
廿
四
日
此
夜
有
除
目
、
頼
朝
卿
任
右
大
将
、
十
一
月
廿
八
日
早
旦
、
向
九
條
堂
、
自
今
夜
依
始
懺
法
也
、
奉
為
故
女
院
、以
御
忌
日
、宛
結
願
也
、今
夜
宿
堂
、
十
一
月
廿
九
日
今
日
、
法
印
被
来
、
十
一
月
卅
日
参
法
成
寺
御
八
講
、
大
将
相
伴
、
事
訖
帰
家
、
参
内
宿
仕
、
十
一
月
四
日
、
兼
実
は
頼
朝
任
官
に
つ
い
て
奏
聞
。
法
皇
愛
妾
丹
後
三
位
局
腹
の
姫
宮
に
院
号
授
与
。
右
大
臣
は
云
う
。
欲
し
い
の
は
院
号
の
み
。
七
日
、
頼
朝
入
洛
。
六
波
羅
新
造
亭
へ
。
法
皇
以
下
多
数
の
見
物
人
。
八
日
、
兼
実
息
小
童
。
後
見
人
の
左
中
親
經
の
許
へ
。
北
政
所
は
確
認
の
見
送
り
。
九
日
、
夜
。
頼
朝
九
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
は
参
院
、
次
い
で
参
内
。
主
上
の
お
召
し
。
辞
退
す
る
の
を
強
引
に
大
納
言
に
任
官
。
十
一
日
、
頼
朝
は
八
幡
へ
参
詣
。
十
四
日
、
大
原
野
奉
幣
と
発
遣
。
例
の
如
く
。
廿
一
日
、
頼
朝
は
近
国
の
不
当
な
地
頭
の
粛
清
を
申
す
。
廿
二
日
、
吉
田
奉
幣
と
発
遣
。
兼
実
と
讃
岐
は
北
隣
か
ら
奉
幣
と
発
遣
。
頼
朝
は
大
将
任
官
を
辞
退
。
廿
四
日
、
除
目
あ
り
。
頼
朝
を
右
大
将
に
任
じ
る
。
廿
八
日
、
早
旦
。
兼
実
は
九
条
堂
へ
。
懴
法
を
開
始
。
故
女
院
の
御
忌
日
に
結
願
。
廿
九
日
、
慈
圓
来
宅
。
卅
日
、
兼
実
は
夜
に
参
内
。
宿
仕
。
十
二
月
三
日
天
台
竪
義
也
、
今
日
右
大
将
頼
朝
、
着
直
衣
出
仕
云
々
、
只
参
院
、
不
参
内
、
日
昼
出
仕
、
今
日
、
女
房
退
出
、
十
二
月
四
日
参
御
堂
、
天
台
竪
義
結
願
也
、
此
日
帰
大
炊
亭
、
今
夕
女
房
向
九
條
堂
、
依
明
日
結
願
也
、
十
二
月
五
日
九
條
堂
懺
法
結
願
也
、
又
故
女
院
御
忌
日
也
、
入
夜
女
房
帰
来
、
十
二
月
八
日
（
明
日
は
御
神
楽
。
讃
岐
は
参
内
。
中
宮
御
方
へ
。）
十
二
月
九
日
内
侍
所
御
神
楽
也
、
入
夜
相
伴
大
将
参
内
、
宮
密
々
昇
給
、
所
令
聞
給
也
、
余
相
交
女
房
、
密
々
臨
其
所
、
十
二
月
十
七
日
余
小
童
（
六
歳
）
於
八
條
院
、
有
着
袴
事
、
仍
余
参
入
、
大
将
相
伴
、
密
儀
也
、
十
二
月
廿
六
日
二
宮
於
仙
洞
、
有
御
書
始
事
、
左
大
将
入
文
人
、
為
上
首２
）
云
々
、（
見
建
久
別
記
）
十
二
月
廿
八
日
参
院
、
参
御
前
、
少
時
退
下
、
参
八
条
院
、
又
向
九
条
堂
、
次
参
内
、
此
夜
、
帰
家
、
十
二
月
三
日
、
天
台
堅
義
。
右
大
将
頼
朝
は
日
昼
出
仕
。
参
院
。
内
裏
へ
は
不
参
。
讃
岐
内
裏
退
出
。
四
日
、
天
台
堅
義
結
願
。
兼
実
は
大
炊
亭
へ
。
夕
方
。
讃
岐
は
明
日
の
懴
法
結
願
に
依
り
九
条
堂
へ
。
五
日
、
懴
法
結
願
。
故
女
院
御
忌
日
法
要
。
夜
。
讃
岐
は
大
炊
亭
へ
。
八
日
、
讃
岐
参
内
。
宿
候
。
九
日
、
内
侍
所
御
神
楽
。
兼
実
は
良
經
を
伴
い
参
内
。
中
宮
は
か
に
聴
聞
。
兼
実
と
讃
岐
、
女
房
達
も
見
物
。
十
七
日
、
八
条
院
小
童
の
着
袴
。
廿
六
日
、
仙
洞
御
所
で
二
宮
の
御
書
始
。
良
經
は
文
人
に
入
り
上
首
と
な
る
。
廿
八
日
、
兼
実
は
年
末
の
挨
拶
回
り
。
夜
。
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
讃
岐
五
十
歳
兼
実
四
十
三
歳
中
宮
十
九
歳
良
經
二
十
三
歳
中
宮
は
境
遇
の
変
化
に
馴
染
め
ず
、
そ
れ
は
「
中
宮
御
不
豫
」
と
し
て
現
れ
る
。
兼
実
家
は
大
炊
亭
へ
退
居
さ
せ
回
復
に
努
め
る
。
建
久
元
年
の
十
五
日
宿
「
忌
付
」
も
同
じ
現
象
で
、
延
々
と
大
炊
亭
に
退
居
を
続
け
て
い
る
。
建
久
二
年
は
兼
実
の
所
労
も
酷
く
、
讃
岐
に
助
け
を
求
め
る
兼
実
で
あ
る
。
頼
朝
の
上
洛
に
依
り
良
經
の
身
辺
が
動
き
、
良
經
は
居
所
を
定
め
、
妻
を
娶
り
、
安
泰
な
人
生
を
歩
み
始
め
た
。
詩
歌
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
主
上
の
最
側
近
と
し
て
活
動
開
始
の
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
建
久
二
年
は
兼
実
の
長
女
と
次
男
を
立
て
て
検
証
し
て
い
く
事
に
し
た
い
。
二
人
の
背
後
で
兼
実
と
共
に
、
誠
実
に
自
分
の
道
を
歩
む
讃
岐
の
姿
が
あ
る
。
九
二
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
〔
１
〕
左
大
将
良
經
。
三
月
十
六
日
大
将
自
内
裏
示
送
云
、詩
歌
會
明
日
之
由
、親
宗
令
申
之
、
件
卿
此
事
発
起
衆
也
、
三
月
十
七
日
於
禁
中
公
卿
侍
臣
不
期
而
會
、（
其
實
親
宗
卿
被
左
大
将
命
云
々
）
欲
構
詩
歌
、
而
依
能
保
卿
鬱
憤
、
忽
然
而
停
止
了
云
々
、
入
夜
大
将
所
相
語
也
、
＊
三
月
廿
三
日
中
宮
退
出
大
炊
御
門
亭
、
宿
十
五
日
、
子
刻
行
啓
、
宗
頼
奉
行
也
、
＊
五
月
二
日
中
宮
御
祈
、
始
修
薬
師
法
、
以
二
棟
廊
東
庇
、
為
塗
壇
之
所
、
以
此
大
将
居
所
、（
渡
九
条
了
）
為
法
印
宿
所
、
六
月
二
日
巳
刻
許
参
内
、
以
使
者
大
将
迎
婦
之
儀
、
猶
不
可
然
、
又
無
其
家
、
力
不
及
之
由
、
示
遣
能
保
卿
之
許
了
、
返
報
云
、
去
夜
自
関
東
、
此
間
事
、
偏
可
随
殿
下
御
定
之
由
、
申
送
候
、
仍
於
今
日
、
可
奉
迎
大
将
也
、
進
娘
之
儀
不
可
候
云
々
、
六
月
四
日
今
夜
、
為
十
五
日
方
違
、
女
房
向
九
條
、
余
依
神
事
不
向
居
、
同
居
之
故
也
、
大
将
可
渡
之
間
事
、
依
申
請
、
任
先
例
、
遣
能
保
之
許
了
、
六
月
廿
五
日
左
大
将
渡
別
當
能
保
卿
、
一
條
室
町
亭
、
晩
頭
遣
消
息
於
彼
家
、
六
月
廿
八
日
終
日
平
臥
宿
廬
、
前
後
不
覚
、
明
旦
可
退
出
之
由
仰
了
、
一
条
、
今
日
、
女
房
改
装
束
、
又
撤
私
筵
己
下
云
々
、
七
月
八
日
左
大
将
渡
新
所
之
後
行
始
也
、
申
刻
來
此
亭
、
着
酒
饌
、
女
房
陪
膳
、
其
後
参
内
、
及
晩
退
出
、
七
月
廿
五
日
大
将
亭
始
饗
応
賓
客
云
々
、
三
有
朗
詠
、
其
後
大
将
女
房
行
始
、
來
此
亭
、
前
駆
十
人
、
少
時
、
女
房
帰
、
余
與
贈
物
、
手
本
付
銀
枝
、
八
月
一
日
大
将
初
度
作
文
事
、
仰
長
房
令
奉
行
云
々
、
旬
祓
如
例
、
建
久
二
年
三
月
十
六
日
、
内
裏
か
ら
良
經
の
書
面
。「
親
宗
は
発
起
衆
な
の
で
詩
歌
会
を
行
う
と
布
令
さ
せ
た
。」
十
七
日
、「
禁
中
で
公
卿
侍
臣
が
期
せ
ず
し
て
会
っ
た
の
で
、
詩
歌
会
を
催
し
た
い
」。
し
か
し
親
宗
は
左
大
将
に
命
じ
ら
れ
た
と
云
っ
た
。
こ
れ
に
依
り
能
保
の
ご
機
嫌
を
損
ね
、
詩
歌
会
は
立
ち
消
え
。
夜
に
帰
宅
し
た
良
經
が
語
っ
た
。
廿
三
日
、
中
宮
は
宿
十
五
日
「
忌
付
」
で
大
炊
亭
へ
退
居
。
奉
行
宗
頼
朝
臣
。
五
月
二
日
、
中
宮
の
御
祈
祷
。
薬
師
法
。
良
經
は
九
条
亭
へ
移
居
。
法
印
の
宿
舎
に
す
る
。
六
月
二
日
、
兼
実
参
内
。
能
保
へ
申
し
送
り
を
す
る
。「
使
者
を
以
て
良
經
が
婦
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、
第
一
そ
の
家
も
無
く
力
及
ば
ず
。
こ
の
儀
は
到
底
受
け
ら
れ
な
い
」。
能
保
の
応
答
。「
昨
夜
関
東
か
ら
、
殿
下
の
お
考
え
に
随
い
ま
す
。
左
大
将
良
經
を
迎
え
奉
る
べ
き
で
あ
り
、
女
を
進
る
儀
は
取
り
下
げ
ま
す
。」
と
の
返
事
が
あ
っ
た
と
云
う
。
六
月
四
日
、
良
經
が
嫁
を
迎
え
る
に
は
、
居
所
に
す
る
家
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
能
保
は
理
解
し
た
。
能
保
に
は
小
直
廬
が
あ
る
。
借
受
け
申
請
書
を
兼
実
が
書
い
て
い
る
。
六
月
廿
五
日
、
左
大
将
良
經
は
別
当
能
保
卿
直
廬
へ
渡
り
居
を
構
え
た
。
一
条
室
町
亭
と
称
す
る
。
兼
実
か
ら
能
保
卿
へ
消
息
を
遣
わ
す
。
六
月
廿
八
日
、
筵
己
下
総
て
を
取
り
払
い
、
一
条
亭
の
装
束
を
讃
岐
が
改
め
た
。
九
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
七
月
八
日
、
良
經
は
居
所
の
一
条
亭
へ
渡
る
。
行
始
め
。
大
炊
亭
に
来
て
女
房
陪
膳
の
酒
饌
に
着
く
。
そ
の
後
参
内
。
夜
に
退
出
。
七
月
廿
五
日
、
一
条
亭
で
始
め
て
の
賓
客
饗
応
。
三
献
、
朗
詠
あ
り
。
こ
の
後
に
良
經
女
房
行
始
め
。
大
炊
亭
へ
来
宅
。
前
駆
十
人
。
良
經
女
房
は
直
帰
宅
。
兼
実
は
手
本
を
銀
枝
に
つ
け
た
贈
物
を
与
え
る
。
能
保
に
は
適
齢
の
女
が
あ
っ
た
。
兼
実
が
一
条
亭
借
り
受
け
の
と
き
、
良
經
の
嫁
に
と
話
が
成
立
し
、
良
經
は
居
所
と
妻
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
が
娘
を
と
画
策
す
る
の
で
、
能
保
の
心
は
不
安
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
八
月
一
日
、
主
上
の
初
度
の
御
書
所
作
文
。
前
年
末
に
二
宮
の
文
人
に
入
り
上
首
と
な
っ
た
良
經
が
、
主
上
の
片
腕
と
し
て
活
躍
す
る
場
を
得
た
の
で
あ
る
。
〔
２
〕
中
宮
任
子
。
｜
宿
十
五
日
「
忌
付
」
｜
三
月
廿
三
日
中
宮
退
出
大
炊
御
門
亭
、
宿
十
五
日
忌
付
、
子
刻
行
啓
、
宗
頼
奉
行
也
、
三
月
廿
九
日
中
宮
、
密
々
令
灸
給
、
四
月
五
日
或
人
云
、
頼
朝
卿
女
子
來
十
月
可
入
内
云
々
、
如
此
之
大
事
、
巳
剋
聞
此
事
、
四
月
六
日
殿
上
人
等
参
宮
御
方
、
有
蹴
鞠
會
、
雨
脚
頻
降
、
分
散
了
、
四
月
七
日
松
尾
平
野
等
祭
也
、
中
宮
被
立
平
野
使
、
余
参
御
前
、
少
時
退
出
、
四
月
八
日
梅
宮
祭
也
、
未
刻
於
九
条
亭
、
發
遣
神
馬
十
列
、
而
瘧
病
忽
發
、
晩
頭
帰
大
炊
亭
、
與
女
房
同
車
、
四
月
十
三
日
於
中
宮
有
童
舞
事
、
四
月
十
九
日
日
吉
祭
也
、
加
茂
祭
使
今
日
進
發
、
四
月
廿
日
賀
茂
祭
也
、
宮
女
房
家
女
房
等
、
向
桟
敷
見
物
、
大
将
相
伴
之
、
二
位
最
密
々
見
之
、
宮
御
方
出
車
三
両
、
此
方
女
房
出
車
二
両
、
四
月
廿
三
日
吉
田
祭
也
、
中
宮
被
立
使
、
御
禊
儀
如
例
、
申
始
發
遣
了
、
五
月
二
日
中
宮
御
祈
、
始
修
薬
師
法
、
以
二
棟
廊
東
庇
、
為
塗
壇
之
所
、
以
此
大
将
居
所
、（
渡
九
条
了
）
為
法
印
宿
所
、
五
月
廿
六
日
最
勝
講
初
日
也
、
未
刻
、
相
伴
大
将
参
内
、
論
義
未
終
之
間
、
大
将
宗
頼
朝
臣
等
、
令
参
上
中
宮
、
為
催
促
行
啓
事
也
、
論
義
了
、
余
参
中
宮
、
其
後
、
女
房
等
乗
出
車
、
次
寄
御
輿
、
先
是
有
御
反
閉
、
中
宮
、
去
三
月
御
退
出
、
依
方
忌
也
、
其
後
渡
御
邪
気
、
今
暁
追
御
物
気
、
今
夕
御
入
内
也
三
月
廿
三
日
、
宿
十
五
日
「
忌
付
」
で
中
宮
は
大
炊
亭
へ
退
居
。
廿
九
日
、
中
宮
は
灸
冶
。
四
月
五
日
、
或
人
が
云
う
。「
頼
朝
卿
女
は
來
る
十
月
に
入
内
す
る
。」
大
事
を
聞
き
兼
実
は
中
宮
位
を
脅
か
さ
れ
る
と
不
安
に
な
る
。
六
日
、
殿
上
人
等
が
中
宮
御
方
に
て
蹴
鞠
会
を
催
す
。
降
雨
中
止
。
こ
の
日
宿
十
五
日
満
期
。
七
日
、
松
尾
平
野
祭
。
中
宮
の
平
野
使
発
遣
。
八
日
、
九
条
亭
に
て
神
馬
十
列
発
遣
。
十
三
日
、
中
宮
に
て
童
舞
あ
り
。
十
九
日
、
日
吉
祭
。
廿
日
、
賀
茂
祭
。
宮
女
房
と
家
女
房
桟
敷
へ
向
い
見
物
。
良
經
が
女
房
達
を
伴
う
。
母
儀
密
々
見
物
。
廿
三
日
、
吉
田
祭
。
御
禊
儀
は
恒
の
如
く
。
申
始
。
中
宮
使
発
遣
。
五
月
二
日
、
中
宮
御
祈
祷
。
薬
師
法
。
良
經
居
所
の
二
棟
廊
東
庇
に
塗
壇
を
置
九
四
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
き
、
慈
圓
法
印
の
宿
所
と
す
る
。
良
經
は
九
条
亭
へ
移
る
。
廿
六
日
、
最
勝
講
初
日
。
未
刻
。
兼
実
は
良
經
を
伴
い
参
内
。
論
議
中
。
終
了
以
前
に
良
經
と
宗
頼
を
中
宮
御
方
へ
遣
る
。
行
啓
を
催
促
さ
せ
る
。
兼
実
は
論
議
終
了
後
中
宮
へ
参
る
。
そ
の
後
女
房
等
は
出
車
へ
。
次
い
で
御
輿
を
寄
せ
る
。
御
反
閉
あ
り
。
中
宮
は
去
る
三
月
方
忌
に
て
御
退
居
。
今
夕
御
入
内
。
〔
２
〕
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
一
｜
八
月
廿
四
日
早
旦
、
中
宮
女
房
告
送
云
、
宮
自
去
夜
聊
不
例
御
坐
、
依
日
次
宜
、
即
今
日
始
祈
等
、
鬼
気
、
土
公
等
祭
、
呪
詛
祭
、
月
曜
祭
、
仁
王
講
、
八
月
廿
五
日
中
宮
、猶
六
借
御
坐
者
、召
陰
陽
師
七
人
、行
招
魂
御
祭
也
、
告
送
云
、
今
夜
、
御
汗
快
出
、
御
温
気
散
了
云
々
、
三
位
殿
参
宮
了
、
八
月
廿
六
日
中
宮
御
不
例
、
猶
六
借
御
坐
云
々
、
始
種
々
御
祈
、
八
月
廿
七
日
有
霊
所
御
祓
、（
七
所
也
）
陰
陽
師
七
人
、
修
七
座
泰
山
府
君
祭
、
聊
有
御
減
、
温
気
大
略
散
了
云
々
、
智
詮
出
力
奉
護
身
云
々
、
佛
神
之
加
護
、
此
夜
、
女
房
先
以
参
内
、
讀
誦
之
行
、
今
日
、
満
七
ヶ
日
之
故
也
、
余
明
日
可
給
也
、
八
月
廿
八
日
念
仏
結
願
也
、其
後
参
内
、奉
見
之
處
、大
略
如
平
減
、宿
候
、
八
月
廿
九
日
於
春
日
御
社
、
転
如
説
大
般
若
經
、
春
日
立
神
馬
奉
幣
使
、
入
夜
帰
参
内
裏
、
中
宮
欲
被
退
出
、
依
減
気
留
了
、
来
月
心
閑
可
有
退
出
也
、
八
月
廿
四
日
、
早
旦
。
中
宮
女
房
か
ら
告
送
。「
中
宮
は
聊
か
御
不
例
」。
日
次
良
好
。
今
日
か
ら
祈
祷
を
開
始
。
鬼
気
土
公
等
祭
。
呪
詛
祭
。
月
曜
祭
。
仁
王
講
な
ど
。
廿
五
日
、
中
宮
は
猶
御
不
例
。
陰
陽
師
七
人
で
招
魂
御
祭
を
行
う
。
女
房
告
送
。「
今
夜
お
汗
が
快
出
し
御
温
気
も
散
じ
た
」。
女
房
三
位
殿
が
中
宮
を
訪
う
。
廿
六
日
、
中
宮
不
豫
は
猶
難
し
い
。
種
々
御
祈
祷
を
修
す
る
。
廿
七
日
、
霊
所
で
御
祓
。
温
気
は
大
略
下
る
。
智
詮
全
力
で
護
身
を
修
す
る
。
神
仏
の
加
護
あ
り
。
今
夜
讃
岐
が
先
ず
参
内
。
九
条
堂
の
讀
誦
行
が
今
日
七
ヵ
日
満
願
。
兼
実
は
明
日
参
入
の
予
定
。
廿
八
日
、
念
佛
結
願
。
兼
実
参
内
。
中
宮
は
大
略
平
常
状
態
。
今
夜
は
宿
候
。
廿
九
日
、
春
日
社
に
て
如
説
大
般
若
経
を
転
讀
。
春
日
へ
神
馬
奉
幣
使
を
立
て
る
。
夜
。
兼
実
は
内
裏
に
帰
参
。
中
宮
は
大
炊
亭
へ
退
居
希
望
。
回
復
し
た
の
で
来
月
心
閑
か
に
退
出
を
と
止
め
る
兼
実
。
〔
２
〕
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
二
｜
九
月
廿
三
日
中
宮
依
不
例
、
退
出
里
亭
、
事
火
急
之
故
也
、
今
日
御
心
地
聊
宣
、
仍
行
啓
之
間
無
為
、
今
日
、
事
率
璽
之
間
、
出
車
三
両
、
大
夫
己
下
、
公
卿
六
七
人
許
供
奉
、
亥
刻
、
出
内
裏
、
即
渡
御
大
炊
亭
、
即
始
修
不
動
法
、（
智
詮
権
法
橋
）
渡
邪
気
、
九
月
廿
四
日
於
日
吉
、
始
修
大
般
若
御
讀
經
、
今
日
御
有
様
、
只
同
前
也
、
九
月
廿
六
日
始
災
惑
星
供
、
珍
賀
修
之
、
於
住
吉
社
、
始
大
般
若
転
読
、
九
月
廿
七
日
中
宮
御
祈
、
始
修
普
賢
延
命
大
法
、
大
和
尚
位
慈
圓
也
、
九
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
子
刻
許
始
行
、
初
夜
時
、
中
宮
於
中
妻
戸
簾
中
也
、
令
逢
時
給
、
母
儀
二
品
、
余
等
候
御
傍
、
奉
扶
持
、
此
日
、
奉
加
少
灸
、
余
奉
指
検
、
大
椎
、
身
柱
、
巨
穴
、
三
ヶ
所
也
、
九
月
廿
九
日
於
梅
宮
転
読
百
部
仁
王
講
、
於
法
成
寺
、
修
最
勝
講
、
請
法
然
房
上
人
、
中
宮
有
御
受
戒
事
、
地
體
御
温
気
、
聊
薄ク
令
成
給
也
、
是
灸
験
、
在
御
大
炊
亭
、
十
月
四
日
加
茂
御
神
楽
参
行
、
以
覚
成
僧
正
始
修
不
空
索
供
、
如
法
鬼
気
祭
、
十
月
六
日
於
多
武
峯
供
三
經
、
又
有
受
戒
事
十
月
七
日
奈
良
大
僧
正
、
始
不
空
索
読
経
、
又
被
講
讃
心
経
廣
釈
、
奉
供
養
白
檀
一
尺
六
寸
不
空
索
像
一
體
、
今
夜
始
水
曜
供
、
十
月
九
日
始
法
華
経
御
讀
經
、
十
月
十
一
日
今
日
俄
思
立
、
供
養
金
泥
心
経
一
巻
、
臨
時
春
日
奉
幣
使
基
清
、
十
月
十
二
日
献
神
馬
一
疋
、
十
月
十
四
日
千
度
祓
也
、
陰
陽
師
十
人
、
殿
上
人
七
八
人
、
二
時
許
結
願
了
、
十
月
十
五
日
於
大
原
野
、一
日
読
大
般
若
經
、不
空
索
御
讀
經
結
願
也
、
又
仰
智
詮
、
終
日
加
持
、
然
之
間
、
今
日
不
發
給
、
去
十
一
日
夜
、
或
人
見
不
可
説
夢
、
大
僧
正
供
養
之
尊
像
、
放
光
照
中
宮
御
身
、
守
護
給
之
由
所
見
也
、
今
旦
、
法
印
、
入
病
者
臥
内
、
護
身
之
間
、
老
姥
嫗
一
人
、
出
御
寝
所
、
逐
電
了
之
由
見
之
、
果
以
御
験
、
實
不
可
思
議
也
、
十
月
十
六
日
於
此
亭
南
庭
、
以
光
晴
修
如
法
泰
山
府
君
祭
、
余
着
衣
冠
、
出
祭
庭
拝
之
、
今
日
、
自
宮
、
被
発
遣
諸
社
奉
幣
、
在
御
大
炊
亭
、
＊
十
月
十
七
日
以
後
の
記
述
無
し
。
九
月
廿
三
日
、
中
宮
不
例
に
よ
り
火
急
に
大
炊
亭
へ
退
居
。
今
日
御
心
地
少
し
宜
し
。
行
啓
は
無
事
。
急
な
事
態
で
出
車
三
両
。
公
卿
六
七
人
供
奉
。
亥
刻
に
内
裏
を
出
立
。
大
炊
亭
に
て
即
不
動
法
を
修
し
、
邪
気
を
渡
す
。
廿
四
日
、
日
吉
で
は
大
般
若
御
讀
經
を
修
す
る
。
今
日
の
御
有
様
は
同
前
。
廿
六
日
、
災
惑
星
供
を
珍
賀
が
修
す
。
住
吉
社
で
は
大
般
若
転
讀
を
開
始
。
廿
七
日
、
中
宮
の
御
祈
り
。
普
賢
延
命
大
法
を
大
和
尚
位
慈
圓
に
よ
り
始
め
る
。
始
行
子
刻
頃
。
中
宮
は
簾
中
に
て
法
要
を
聴
聞
。
母
儀
、
兼
実
、
良
經
、
讃
岐
等
が
お
供
に
候
し
扶
持
。
中
宮
に
は
兼
実
の
指
検
で
、
大
椎
、
身
柱
、
巨
穴
の
三
ヶ
所
に
灸
を
加
え
る
。
廿
九
日
、
梅
宮
で
は
百
部
仁
王
講
を
転
讀
。
法
成
寺
で
は
最
勝
講
を
修
す
る
。
中
宮
は
法
然
上
人
に
受
戒
。
體
熱
は
聊
か
下
っ
た
ら
し
い
。
兼
実
は
云
う
。
こ
れ
は
灸
冶
の
効
果
で
あ
ろ
う
。
中
宮
は
大
炊
亭
に
退
居
中
。
十
月
四
日
、
賀
茂
御
神
楽
。
覚
成
僧
正
に
よ
り
不
空
索
供
、
如
法
鬼
気
祭
を
修
す
る
。
六
日
、
多
武
峯
に
て
三
経
を
供
養
。
又
、
中
宮
は
受
戒
あ
り
。
七
日
、
奈
良
大
僧
正
は
不
空
索
読
経
を
始
め
、
讃
心
経
廣
釈
を
講
ず
る
。
九
日
、
法
華
経
御
讀
經
を
始
め
る
。
十
一
日
、
兼
実
は
金
泥
経
一
巻
を
供
養
。
臨
時
の
春
日
奉
九
六
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
幣
使
は
、
基
清
。
十
二
日
、
神
馬
一
疋
を
献
納
。
十
四
日
、
千
度
祓
。
陰
陽
師
十
人
。
殿
上
人
七
八
人
。
二
時
許
で
結
願
。
十
五
日
、
大
原
野
に
て
一
日
大
般
若
経
を
読
む
。
不
空
索
御
讀
經
結
願
。
智
詮
に
終
日
加
持
を
修
さ
せ
る
。
今
日
、
中
宮
の
様
態
は
宜
し
い
。
あ
る
人
、
去
る
十
一
日
夜
に
不
可
思
議
な
夢
を
見
る
。
先
日
大
僧
正
供
養
の
尊
像
が
光
を
放
ち
、
中
宮
の
御
身
を
照
ら
す
。
尊
像
が
中
宮
を
守
護
し
て
い
る
の
を
見
た
と
い
う
。
今
旦
。
法
印
が
病
者
の
寝
所
で
護
身
中
に
、
老
姥
嫗
一
人
、
に
御
寝
所
を
出
て
逐
電
し
た
の
を
見
た
と
言
う
。
実
に
御
験
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
十
六
日
、
大
炊
亭
南
庭
で
は
陰
陽
師
光
晴
が
如
法
泰
山
府
君
祭
を
修
す
る
。
兼
実
は
衣
冠
を
着
し
祭
庭
に
出
て
拝
礼
す
る
。
今
日
、
中
宮
か
ら
諸
社
へ
奉
幣
発
遣
。
中
宮
は
大
炊
亭
に
退
居
中
。
＊
十
月
十
七
日
以
後
の
記
述
無
し
。
〔
２
〕
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
三
｜
十
一
月
九
日
八
十
島
祭３
）
発
遣
日
也
、
天
皇
御
乳
母
大
納
言
三
位
殿
（
能
保
娘
、）
下
向
、
申
請
院
廂
御
車
云
々
、
勅
使
蔵
人
仲
章
、
奉
禮
陰
陽
助
濟
憲
朝
臣
、
自
中
宮
、
被
副
使
、
蓋
先
例
也
、
寅
刻
、
験
者
智
詮
法
橋
参
上
、
追
物
之
儀
如
例
、
天
曙
之
程
事
了
、
賜
禄
、
智
詮
肩
禄
退
下
蔵
人
頭
中
宮
亮
宗
頼
朝
臣
仰
云
、
依
中
宮
御
悩
平
癒
之
験
徳
、
可
上
賜
法
眼
和
尚
位
、
智
詮
涕
泣
之
外
無
他
云
々
、
十
一
月
十
五
日
吉
田
祭
也
、
余
女
房
、
向
北
隣
発
遣
幣
帛
、
行
事
親
輔
、
陪
膳
以
左
少
将
定
家
、
依
参
合
也
、
女
房
陪
膳
同
前
、
神
馬
使
左
近
将
監
時
綱
也
、
十
一
月
十
六
日
申
刻
参
院
、
依
召
参
御
前
、
中
宮
不
豫
之
間
事
有
御
尋
、
言
上
仔
細
、
其
後
帰
参
御
所
方
、
暫
祇
候
、
其
後
退
出
、
今
夜
中
将
家
實
拝
賀
、
丹
二
品
息
、
少
将
教
成
拝
賀
、
参
中
宮
、
来
余
方
、
拝
了
呼
前
、
為
追
従
也
、
十
一
月
廿
五
日
依
吉
日
中
宮
奉
指
験
、
明
日
可
奉
灸
也
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
閏
十
二
月
廿
三
日
此
夜
、
中
宮
御
悩
平
復
之
後
、
始
入
内
給
也
、
亥
刻
入
御
、
被
用
絲
毛
御
車
、
余
乗
毛
車
、
母
儀
二
品
同
車
参
内
、
出
車
三
両
、
余
女
房
、
同
宿
仕
也
、
今
両
三
日
可
祇
候
、
十
一
月
九
日
、
八
十
島
祭
発
遣
日
。
天
皇
御
乳
母
大
納
言
三
位
殿
が
下
向
。
車
は
院
に
申
請
し
借
用
す
る
。
中
宮
よ
り
勅
使
と
奉
幣
に
使
を
副
え
る
。
寅
刻
。
智
詮
参
上
。
追
物
儀
は
例
の
如
く
。
天
曙
の
頃
終
了
。
禄
を
賜
り
智
詮
退
下
。
蔵
人
頭
中
宮
亮
宗
頼
朝
臣
が
云
う
。
中
宮
御
悩
平
癒
の
験
徳
に
よ
り
、
法
眼
和
尚
位
を
賜
る
よ
う
に
奏
上
す
る
。
智
詮
は
涕
泣
の
他
無
し
。
十
五
日
、
吉
田
祭
。
兼
実
と
讃
岐
は
北
隣
か
ら
幣
帛
発
遣
。
行
事
親
輔
。
来
合
わ
せ
た
定
家
は
陪
膳
。
女
房
陪
膳
は
同
じ
。
神
馬
使
時
綱
。
十
六
日
、
兼
実
は
申
刻
に
参
院
。
御
前
へ
。
中
宮
不
豫
に
つ
い
て
お
尋
ね
有
り
。
詳
細
を
言
上
。
そ
の
後
御
所
方
に
帰
参
。
退
出
。
大
炊
亭
へ
。
今
夜
、
家
實
拝
賀
。
九
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
丹
二
品
息
少
将
教
成
拝
賀
。
中
宮
と
兼
実
方
へ
参
る
。
追
従
に
前
へ
呼
ぶ
。
廿
五
日
、
吉
日
に
依
り
中
宮
に
験
を
指
し
、
明
日
灸
冶
を
行
う
。
閏
十
二
月
廿
三
日
、
此
夜
、
中
宮
は
御
悩
平
復
後
、
始
め
て
の
入
内
。
絲
毛
御
車
に
て
亥
刻
入
御
。
兼
実
の
出
車
三
両
。
中
宮
と
母
儀
同
車
で
参
内
。
兼
実
と
北
政
所
は
同
車
で
参
内
。
同
宿
。
両
三
日
は
候
。
〔
注
〕
（
１
）
中
宮
女
房
。建
久
元
年
一
月
十
一
日
、入
内
儀
と
そ
れ
以
後
に
見
え
る
女
房
た
ち
。
・
女
房
大
貳
、（
朝
親
女
、
光
長
卿
妻
弟
、
件
卿
為
子
令
進
也
、）
・
御
乳
母
大
納
言
三
位
（
後
鳥
羽
天
皇
御
乳
母
。
能
保
娘
、）
・
中
宮
女
房
宰
相
局
（
故
信
頼
卿
女
、
母
筝
仙
安
藝
也
、）
・
宰
相
局
、（
御
乳
母
光
長
卿
妻
也
、）
・
女
房
按
察
局
、（
資
賢
卿
女
、）
・
兵
衛
佐
、
・
中
宮
宣
旨
、（
光
長
卿
妻
、）
・
兵
衛
督
局
、
・
大
納
言
局
、（
忠
親
卿
女
、）
・
女
房
宣
旨
局
（
２
）
良
經
。
御
書
所
文
人
上
首
。
建
久
元
年
一
月
三
日
後
鳥
羽
天
皇
御
元
服
。
一
月
六
日
左
大
臣
が
和
歌
定
。
詩
進
。
三
月
廿
七
日
御
書
所
作
文
。連
句
三
十
余
匀
。兼
実
以
下
文
士
達
。
九
月
十
四
日
良
經
。
花
月
各
五
十
首
。
九
月
廿
二
日
良
經
。
花
月
百
首
。
十
二
月
廿
六
日
二
宮
。
仙
洞
御
所
に
於
い
て
御
書
始
事
あ
り
。
良
經
は
文
人
に
入
り
、
上
首
と
な
る
。
建
久
二
年
八
月
一
日
主
上
。
初
度
の
御
書
所
作
文
事
あ
り
。
良
經
は
文
人
に
入
り
、
上
首
を
勤
め
る
。
（
３
）
八
十
島
祭
。
大
嘗
会
祭
の
翌
年
。
吉
日
に
使
を
摂
津
国
難
波
に
送
る
。
海
と
島
の
神
々
を
祭
り
、
国
の
発
展
と
安
泰
を
祈
る
。
生
島
神
、
足
島
神
を
主
に
住
吉
神
、
大
依
羅
神
、
海
神
、
垂
水
神
、
住
道
神
等
を
祭
る
儀
式
。
後
鳥
羽
天
皇
の
御
乳
母
大
納
言
三
位
局
が
使
と
し
て
、
八
十
島
下
り
を
す
る
。
（
４
）
参
考
論
文
。
「
二
条
院
讃
岐
の
人
生
」
｜
前
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
八
号
平
成
二
二
年
三
月
）
「
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
」
｜
後
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
九
号
平
成
二
三
年
三
月
）
「
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
」
㈡
｜
後
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
十
号
平
成
二
四
年
三
月
）
「
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
」
㈢
｜
後
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
一
号
平
成
二
五
年
三
月
）
「
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
」
㈣
｜
後
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
二
号
平
成
二
六
年
三
月
）
「
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
」
㈤
｜
後
半
生
を
中
心
に
｜
（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
四
三
号
平
成
二
七
年
三
月
）
年
表
『
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
』
㈥
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
讃
岐
四
十
九
歳
十
七
年
目
。
（
兼
実
四
十
二
歳
中
宮
十
八
歳
良
經
二
十
二
歳
）
長
女
を
中
宮
へ
と
上
ら
せ
た
兼
実
家
の
日
常
生
活
は
一
変
し
た
。
所
労
な
が
ら
中
宮
を
扶
持
す
る
兼
実
。
傍
ら
で
所
労
の
兼
実
を
支
え
、
中
宮
を
扶
持
し
、
故
良
通
忌
法
要
と
、
御
懺
法
法
要
に
参
入
す
る
讃
岐
。
一
月
十
一
日
摂
政
太
政
大
臣
長
女
任
子
の
入
内
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
九
八
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
御
書
使
中
将
忠
季
朝
臣
御
書
を
持
参
。
女
房
三
位
殿
か
ら
北
政
所
へ
。
兼
実
へ
。
三
位
殿
と
母
儀
三
品
が
同
車
の
青
糸
毛
車
は
、
松
明
の
明
り
で
大
炊
亭
を
出
発
。
兼
実
と
北
政
所
は
同
車
。
玄
輝
門
、
承
香
殿
門
を
経
て
藤
壺
東
面
北
車
寄
に
着
く
。
御
前
物
陪
膳
は
北
政
所
。
役
送
左
大
将
良
經
。
女
御
殿
参
上
。
お
供
は
女
御
殿
女
房
六
人
。
主
上
は
冠
、
直
衣
、
御
指
鞋
を
着
け
、
夜
御
殿
西
戸
御
帳
西
に
入
御
。
兼
実
は
主
上
の
御
装
束
を
撤
す
。
女
御
殿
は
御
袴
御
衣
を
脱
ぎ
北
方
に
臥
御
。
御
供
の
女
房
等
、
終
夜
上
御
壺
禰
に
候
。
兼
実
と
左
大
将
は
藤
壺
の
饗
座
へ
。
北
政
所
と
兼
実
は
就
寝
。
藤
壺
坤
小
局
を
北
政
所
宿
所
に
。
一
月
十
二
日
祝
饗
。
女
御
殿
の
身
辺
に
て
雑
事
を
務
め
る
。
宿
候
。
一
月
十
三
日
祝
饗
。
人
々
来
集
。
三
献
あ
り
。
女
御
殿
を
扶
持
。
宿
候
。
一
月
十
六
日
露
顕
。
女
御
宣
旨
。
後
朝
御
書
。
三
夜
餅
。
侍
始
。
女
官
禄
等
。
宿
候
。
一
月
十
七
日
御
帳
中
の
本
寮
御
衾
を
辛
櫃
に
納
め
る
。
北
政
所
は
内
裏
を
退
出
。
◇
二
月
一
日
〜
二
月
末
日
ま
で
記
述
が
な
い
。
三
月
三
日
大
炊
亭
に
て
女
房
節
供
を
恒
の
如
く
。
三
月
十
五
日
夜
に
参
内
。
女
御
殿
の
許
へ
参
候
。
兼
実
と
共
に
宿
候
。
三
月
十
六
日
痛
風
の
兼
実
と
共
に
内
裏
に
参
候
。
宿
候
。
三
月
十
九
日
初
更
に
内
裏
を
退
出
。
九
条
堂
へ
。
堂
宿
。
三
月
廿
日
故
良
通
月
忌
法
要
。兼
実
と
共
に
参
入
。初
更
に
大
炊
亭
へ
。
四
月
廿
日
立
后
儀
に
備
え
て
女
御
殿
は
大
炊
亭
へ
退
出
。
大
炊
亭
で
待
つ
。
四
月
廿
六
日
女
御
任
子
立
后
儀
。
女
御
殿
入
内
に
付
添
い
参
内
。
宿
候
。
四
月
廿
七
日
兼
実
と
共
に
中
宮
の
身
辺
を
扶
持
す
る
。
宿
候
。
四
月
廿
八
日
立
后
第
二
日
目
。公
卿
座
で
は
祝
饗
。初
更
に
内
裏
を
退
出
。
四
月
卅
日
兼
実
の
氏
寺
参
賀
。
兼
実
家
の
行
事
。
北
政
所
同
席
参
賀
。
◇
五
月
一
日
〜
五
月
七
日
の
記
述
の
み
。
五
月
一
日
伊
勢
大
神
宮
参
拝
。
兼
実
家
の
行
事
。
北
政
所
同
席
。
◇
六
月
一
日
〜
六
月
末
日
ま
で
記
述
が
な
い
。
◇
七
月
の
記
述
は
四
日
間
の
み
。
八
月
六
日
良
經
所
労
。
兼
実
と
共
に
良
經
亭
に
宿
泊
。
介
護
。
八
月
十
五
日
〜
八
月
廿
日
長
雨
。
止
雨
奉
幣
。
止
雨
の
お
祈
り
。
八
月
廿
三
日
灸
治
で
身
動
き
出
来
な
い
兼
実
を
介
護
す
る
。
八
月
廿
四
日
昨
日
に
同
じ
。
灸
冶
で
動
け
な
い
兼
実
の
介
護
。
九
月
十
九
日
大
炊
亭
に
て
兼
実
と
良
經
の
灸
冶
の
世
話
を
す
る
。
九
月
廿
日
故
良
通
月
忌
法
要
に
参
入
。
堂
宿
。
懺
法
結
願
は
明
後
日
。
九
月
廿
一
日
懴
法
法
要
に
参
入
。
堂
宿
。
明
日
、
御
懴
法
結
願
。
九
月
廿
二
日
九
條
懺
法
結
願
。
初
更
に
良
經
と
共
に
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
後
夜
に
良
經
亭
で
花
月
百
首
あ
り
。
兼
実
に
伴
わ
れ
て
参
入
。
簾
中
で
見
守
り
楽
し
む
兼
実
と
讃
岐
と
慈
圓
。
九
月
廿
三
日
参
内
。
中
宮
御
方
へ
参
候
。
九
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
九
月
卅
日
今
日
、
内
裏
を
退
出
。
十
月
一
日
灸
治
が
れ
て
歩
行
不
能
な
兼
実
の
世
話
を
す
る
。
十
月
十
五
日
所
労
の
兼
実
。
宇
治
の
御
儲
を
終
日
沙
汰
す
る
。
兼
実
に
付
き
添
う
。
十
月
十
七
日
東
大
寺
上
棟
。
太
上
法
皇
南
都
へ
御
下
向
。
兼
実
に
付
き
添
う
。
十
月
十
九
日
辰
刻
、
春
日
社
へ
参
詣
。
金
銀
幣
を
献
ず
る
。
午
刻
。
上
棟
。
兼
実
に
付
添
い
興
福
寺
へ
。
戌
刻
に
宇
治
へ
。
十
月
廿
日
申
刻
、
法
皇
は
宇
治
へ
。
昼
御
膳
を
供
す
る
。
還
御
。
此
夜
、
兼
実
と
共
に
九
條
へ
帰
り
、
直
に
参
内
。
十
一
月
八
日
兼
実
息
小
童
。
後
見
に
左
中
親
經
を
付
け
る
。
北
政
所
が
立
合
う
。
十
一
月
十
四
日
大
原
野
奉
幣
。
兼
実
と
共
に
北
隣
か
ら
奉
幣
。
発
遣
。
十
一
月
廿
二
日
吉
田
奉
幣
。
兼
実
と
共
に
北
隣
か
ら
奉
幣
。
発
遣
。
十
一
月
廿
八
日
早
朝
兼
実
と
共
に
九
條
堂
へ
。
懺
法
を
開
始
。
故
女
院
御
忌
日
結
願
。
初
更
に
参
内
。
退
出
予
定
は
十
二
月
三
日
。
十
二
月
三
日
内
裏
を
退
出
。
十
二
月
四
日
明
日
、
九
條
堂
懺
法
結
願
。
夕
方
に
九
条
堂
へ
。
十
二
月
五
日
九
條
堂
懺
法
結
願
。
故
女
院
御
忌
日
法
要
に
参
入
。
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
十
二
月
八
日
中
宮
御
方
へ
参
内
。
明
日
、
御
神
楽
。
十
二
月
九
日
内
侍
所
の
御
神
楽
。
兼
実
、
宮
女
房
等
と
御
神
楽
を
鑑
賞
。
十
二
月
十
四
日
内
裏
を
退
出
。
十
二
月
廿
日
故
良
通
月
忌
法
要
に
参
入
。
終
了
後
大
炊
亭
へ
帰
宅
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
讃
岐
五
十
歳
十
八
年
目
。
（
兼
実
四
十
三
歳
中
宮
十
九
歳
良
經
二
十
三
歳
）
兼
実
は
中
宮
扶
持
と
院
内
参
仕
で
、
起
居
不
能
に
陥
り
讃
岐
に
助
け
を
求
め
、
直
廬
で
平
臥
す
る
。
中
宮
も
御
不
豫
。
本
年
は
中
宮
の
御
不
豫
を
中
心
に
置
き
、
良
經
の
動
静
は
記
述
の
み
に
止
め
る
。
◇
中
宮
任
子
。
｜
宿
十
五
日
「
忌
付
」
｜
三
月
廿
三
日
中
宮
大
炊
御
門
亭
へ
退
出
。
宿
十
五
日
忌
付
。
大
炊
亭
で
中
宮
を
待
つ
。
三
月
廿
九
日
灸
冶
の
中
宮
を
扶
助
す
る
。
四
月
五
日
頼
朝
卿
女
の
話
を
兼
実
か
ら
聞
け
ば
、や
は
り
不
安
を
覚
え
る
。
四
月
八
日
梅
宮
祭
、
未
刻
。
九
条
亭
に
於
い
て
、
兼
実
と
共
に
神
馬
十
列
を
發
遣
。
兼
実
の
瘧
病
が
起
こ
り
、
兼
実
と
同
車
で
晩
頭
大
炊
亭
に
帰
る
。
四
月
廿
日
賀
茂
祭
。
宮
女
房
と
家
女
房
等
と
共
に
桟
敷
見
物
。
母
儀
密
々
見
物
。
四
月
廿
三
日
吉
田
祭
也
、
中
宮
使
を
立
て
る
。
御
禊
儀
例
の
如
く
。
申
始
發
遣
。
五
月
廿
六
日
中
宮
、
去
三
月
方
忌
に
よ
り
御
退
出
。
御
邪
気
を
渡
し
、
御
物
気
を
追
い
、
今
夕
御
入
内
。
兼
実
共
々
参
内
。
候
。
一
〇
〇
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
◇
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
一
｜
八
月
廿
四
日
早
旦
、
中
宮
御
不
例
。
兼
実
は
内
裏
で
の
祈
祷
を
手
配
す
る
。
八
月
廿
五
日
中
宮
の
様
態
は
汗
が
出
た
の
で
熱
が
下
が
る
。
女
房
三
位
殿
お
見
舞
。
八
月
廿
六
日
中
宮
の
御
不
例
は
続
く
。
種
々
の
お
祈
り
も
続
く
。
八
月
廿
七
日
霊
所
御
祓
で
大
略
解
熱
。
智
詮
は
全
力
で
護
身
を
修
す
る
。
兼
実
と
共
に
修
す
る
九
条
堂
の
讀
誦
之
行
が
満
願
。
先
ず
中
宮
御
方
へ
参
内
。
仕
候
。
兼
実
は
明
日
参
内
。
八
月
廿
八
日
念
仏
結
願
後
に
兼
実
が
参
内
。
中
宮
は
略
平
減
。
兼
実
と
共
に
宿
候
、
八
月
廿
九
日
夜
。
兼
実
は
内
裏
に
帰
参
す
る
。
中
宮
は
大
炊
亭
へ
の
退
居
を
望
む
。
来
月
に
も
心
穏
や
か
に
退
居
す
る
よ
う
に
と
兼
実
は
諭
す
。
宿
候
。
◇
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
二
｜
九
月
廿
三
日
中
宮
不
例
に
よ
り
亥
刻
に
内
裏
を
出
て
、
大
炊
亭
へ
御
退
出
。
直
ち
に
智
詮
が
不
動
法
を
修
し
、
邪
気
を
祓
う
。
九
月
廿
四
日
今
日
御
有
様
、
昨
日
と
同
じ
。
お
傍
に
候
。
九
月
廿
七
日
中
宮
御
祈
、
法
印
慈
圓
が
修
す
る
。
子
刻
始
め
。
中
宮
は
簾
中
に
あ
り
。
母
儀
二
品
、
兼
実
と
共
に
お
傍
に
候
し
て
扶
持
に
務
め
る
。
兼
実
の
指
検
に
よ
り
少
々
灸
冶
を
加
え
る
。
お
傍
で
介
護
す
る
。
九
月
廿
九
日
中
宮
は
法
然
房
に
受
戒
。解
熱
は
灸
冶
の
験
だ
と
兼
実
は
云
う
。
十
月
四
日
加
茂
御
神
楽
参
行
。
十
月
六
日
多
武
峯
で
は
三
經
を
供
養
。
中
宮
は
又
法
然
房
に
受
戒
。
十
月
七
日
奈
良
大
僧
正
は
不
空
索
読
経
を
始
め
、
讃
心
経
廣
釈
を
講
ず
る
。
兼
実
は
白
檀
一
尺
六
寸
不
空
索
像
一
體
を
供
養
。
十
月
九
日
兼
実
は
法
華
経
の
御
讀
經
を
始
め
る
。
十
月
十
一
日
今
日
俄
思
い
立
ち
、
兼
実
は
金
泥
心
経
一
巻
を
供
養
す
る
。
十
月
十
二
日
神
馬
一
疋
を
献
ず
る
。臨
時
春
日
奉
幣
使
基
清
。奉
幣
を
発
遣
。
十
月
十
四
日
千
度
祓
。
二
時
許
結
願
。
十
月
十
五
日
大
原
野
で
は
一
日
大
般
若
經
を
読
む
。不
空
索
御
讀
經
結
願
。
兼
実
は
云
う
。去
十
一
日
夜
、或
人
が
不
可
説
な
夢
を
見
た
。
大
僧
正
供
養
の
尊
像
が
、
中
宮
の
守
護
を
実
感
す
る
。
今
旦
、
法
印
が
中
宮
の
護
身
中
に
、
老
姥
嫗
一
人
に
御
寝
所
を
出
て
、
逐
電
し
た
と
言
う
。
御
験
は
實
に
不
可
思
議
で
あ
る
。
十
月
十
六
日
今
日
、
自
宮
被
発
遣
諸
社
奉
幣
、
在
御
大
炊
亭
、
＊
十
月
十
七
日
以
後
の
記
述
無
し
。
◇
中
宮
任
子
。
｜
御
不
豫
そ
の
三
｜
十
一
月
九
日
八
十
島
祭３
）
発
遣
の
日
。
天
皇
御
乳
母
大
納
言
三
位
殿
が
下
向
に
な
る
。
寅
刻
、
験
者
智
詮
法
橋
が
参
上
し
、
追
物
之
儀
は
例
の
如
く
。
天
曙
の
程
に
事
は
修
了
。
禄
を
賜
い
智
詮
は
禄
を
肩
に
退
下
。
蔵
人
頭
中
宮
亮
宗
頼
朝
臣
が
述
べ
る
。
中
宮
御
悩
平
癒
之
験
徳
に
依
り
、
一
〇
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
賜
法
眼
和
尚
位
を
上
奏
す
べ
き
。
智
詮
は
涕
泣
す
る
。
十
一
月
十
五
日
吉
田
祭
。
兼
実
と
共
に
北
隣
へ
向
い
、
幣
帛
を
発
遣
す
る
。
陪
膳
左
少
将
定
家
。
女
房
陪
膳
。
神
馬
使
は
左
近
将
監
時
綱
、
十
一
月
十
六
日
兼
実
は
申
刻
に
参
院
、
御
前
へ
。
中
宮
不
豫
の
間
事
を
御
尋
ね
あ
り
。
仔
細
を
言
上
。
其
後
御
所
方
へ
帰
参
、
暫
祇
候
、
其
後
退
出
、
今
夜
中
将
家
實
の
拝
賀
、
丹
二
品
息
、
少
将
教
成
の
拝
賀
、
中
宮
へ
参
り
余
方
へ
参
る
。
兼
実
と
北
政
所
に
申
す
。
十
一
月
廿
五
日
明
日
、
中
宮
は
灸
冶
。
兼
実
は
先
に
指
検
す
る
。
明
日
は
終
日
中
宮
の
傍
に
つ
き
そ
っ
て
介
抱
す
る
。
閏
十
二
月
廿
三
日
今
夜
、
中
宮
は
御
悩
平
復
後
始
め
て
の
入
内
。
亥
刻
入
御
。
出
車
三
両
、
中
宮
は
母
儀
二
品
と
同
車
で
参
内
、
兼
実
と
共
々
同
宿
し
て
、
今
日
か
ら
三
日
間
候
す
る
。
お
わ
り
に
建
久
元
年
一
月
十
一
日
、
兼
実
家
で
は
姫
君
入
内
が
実
現
し
た
。
兼
実
と
讃
岐
は
中
宮
御
方
へ
常
に
参
仕
し
て
、
身
辺
雑
事
の
扶
持
に
努
め
て
い
る
。
入
内
後
、
三
月
十
五
日
に
中
宮
は
宿
十
五
日
「
忌
付
」
で
大
炊
亭
へ
退
居
に
な
り
、
そ
の
後
約
二
ヵ
月
間
を
親
元
で
過
ご
し
、
中
宮
入
内
は
五
月
廿
六
日
で
あ
る
。
兼
実
家
で
は
次
男
良
經
が
家
系
の
後
継
者
と
し
て
地
位
固
め
が
進
行
中
で
あ
る
。
建
久
元
年
、
後
鳥
羽
天
皇
の
御
書
所
作
文
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
近
習
五
六
人
の
密
か
な
詩
会
も
、
良
經
宅
で
の
花
月
各
五
十
首
、
俊
成
以
下
文
士
五
六
人
で
花
月
百
首
も
行
わ
れ
た
。
十
二
月
に
は
仙
洞
御
所
で
二
宮
の
御
書
始
が
あ
り
、
良
經
が
文
人
に
入
り
上
首
に
選
ば
れ
て
い
る
。
建
久
二
年
夏
。
良
經
の
一
条
亭
で
作
文
の
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
良
經
に
備
わ
る
和
漢
の
才
能
が
広
く
認
め
ら
れ
た
証
で
あ
る
。
東
大
寺
の
伽
藍
は
、
建
久
元
年
十
月
、
法
皇
の
南
都
下
向
で
棟
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
十
一
月
に
は
鎌
倉
か
ら
頼
朝
が
上
洛
し
、
大
納
言
と
右
大
将
を
拝
命
し
て
鎌
倉
へ
戻
っ
た
が
、
頼
朝
は
自
分
の
女
を
良
經
の
嫁
に
迎
え
取
ら
せ
た
い
意
向
で
あ
っ
た
。
七
月
に
兼
実
は
能
保
卿
の
小
直
廬
一
条
亭
を
借
り
受
け
て
良
經
を
渡
し
、
能
保
卿
の
息
女
を
嫁
に
迎
え
た
。
良
經
の
境
遇
は
安
定
し
兼
実
も
心
を
休
め
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
建
久
二
年
、
兼
実
は
所
労
悪
化
で
起
居
不
能
と
な
り
、
内
裏
か
ら
讃
岐
に
助
け
を
求
め
て
い
る
。
種
々
の
治
療
を
加
え
て
も
体
調
不
良
の
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
脚
も
利
か
ず
手
輿
を
用
い
た
生
活
状
況
で
あ
っ
た
。
良
經
も
所
労
を
訴
え
る
事
が
あ
り
、
讃
岐
と
兼
実
が
良
經
の
居
所
に
泊
ま
り
込
み
で
介
抱
す
る
事
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
兼
実
は
再
び
歩
行
困
難
に
な
り
、
一
ヵ
月
に
及
ぶ
所
労
悪
化
で
、
讃
岐
に
世
話
を
掛
け
続
け
て
い
た
が
、
八
月
中
頃
に
よ
う
や
く
回
復
へ
と
向
っ
た
の
で
あ
る
。
八
月
下
旬
に
中
宮
の
御
不
豫
が
始
ま
っ
た
。
中
宮
の
傍
に
は
母
儀
、
兼
実
、
讃
岐
、
中
宮
女
房
な
ど
が
参
候
し
て
中
宮
を
扶
持
す
る
。
九
月
廿
三
日
に
中
宮
の
御
不
豫
は
更
発
し
、
再
度
大
炊
亭
へ
退
居
に
な
っ
た
。
兼
実
家
で
は
一
大
事
で
あ
り
、
財
力
に
物
を
言
わ
せ
て
、
讀
経
や
御
祈
祷
、
奉
幣
に
供
養
、
護
身
や
物
気
追
な
ど
、
手
抜
か
り
な
く
執
り
行
う
。
し
か
し
御
不
豫
の
回
復
は
兼
実
指
検
に
よ
る
灸
冶
で
あ
る
。
父
親
が
手
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
中
宮
は
機
嫌
を
直
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
十
月
中
旬
以
後
に
、
中
宮
御
所
は
大
炊
亭
か
ら
閑
院
第
へ
と
移
っ
一
〇
二
二
条
院
讃
岐
の
実
人
生
㈥
（
伊
佐
迪
子
）
て
お
り
、
建
久
二
年
閏
十
二
月
廿
三
日
に
中
宮
入
内
と
な
っ
て
い
る
。
讃
岐
は
毎
月
の
御
懺
法
法
要
に
参
入
し
、
故
良
通
を
偲
び
良
通
月
忌
法
要
に
も
参
入
し
、
更
に
は
故
女
院
の
御
月
忌
法
要
に
も
参
入
し
て
い
る
。
兼
実
も
御
懺
法
法
要
と
故
良
通
月
忌
法
要
に
は
参
入
し
て
、
讃
岐
と
兼
実
の
歩
調
は
同
調
し
て
い
る
。
兼
実
は
讃
岐
あ
っ
て
の
自
分
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
入
内
後
二
年
が
過
ぎ
て
も
、
兼
実
が
外
祖
父
に
な
る
兆
し
は
未
だ
見
え
て
い
な
い
。
（
い
さ
み
ち
こ
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導：
黒
田
彰
教
授
）
二
〇
一
五
年
九
月
十
日
受
理
一
〇
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
